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 【
読
売
１
１
月
３
０
日
】
国
営
諫
早
湾
干

拓
事
業
（
長
崎
県
）
を
巡
り
、
堤
防
の
排

水
門
の
常
時
開
放
な
ど
を
国
に
求
め
て

訴
訟
を
起
こ
し
て
い
る
漁
業
者
ら
を
支

援
す
る
市
民
グ
ル
ー
プ
「
『
よ
み
が
え

れ
！
』
有
明
海
訴
訟
を
支
援
す
る
大
牟
田

の
会
」（
古
賀
久
任
会
長
）
は
２
８
日
夜
、

大
牟
田
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
集
会

を
開
き
、
政
権
交
代
に
よ
る
開
門
実
現
に

期
待
を
寄
せ
た
。 

現
在
の
情
勢
や
経
緯
を
把
握
し
て
も

ら
い
、
開
門
に
向
け
た
活
動
へ
の
参
加
を

呼
び
か
け
よ
う
と
企
画
し
、
約
１
０
０
人

が
参
加
し
た
。 

集
会
で
は
、
原
告
弁
護
団
事
務
局
長
の

堀
良
一
弁
護
士
が
登
壇
。
ア
オ
コ
が
大
量

発
生
し
た
調
整
池
か
ら
毒
素
が
検
出
さ

政権交代で開門に期待／大牟田 

よ み が え れ ！  
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コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
人
に
税
金
の
使
い

道
を
変
え
る
の
が
政
権
交
代
の
意
味
。
諫

早
干
拓
の
開
門
実
現
が
そ
の
象
徴
。
農
水

委
員
会
、
総
務
委
員
会
に
属
す
る
も
の
と

し
て
開
門
に
向
け
努
力
す
る
。 

た
歴
史
的
転
換
点
と
な
る
よ
う
全
身
全

霊
を
か
け
て
取
り
組
む
。 

【
緒
方
林
太
郎
（
民
主
）】
公
共
事
業
見

直
し
作
業
の
中
で
（
諫
早
湾
干
拓
は
）

今
後
十
分
な
検
証
が
あ
る
と
考
え
る
。 

【
大
島
九
州
男
（
民
主
）】
地
域
住
民
・

漁
民
・
農
家
の
皆
様
の
ご
意
見
を
拝
聴

し
政
策
に
つ
な
げ
る
。
諫
早
湾
と
有
明

海
の
再
生
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ

る
。 

【
原
口
一
博
（
民
主
）】
開
門
調
査
の
必

要
性
は
明
ら
か
で
す
。
宝
の
海
を
取
り

戻
す
べ
く
国
政
の
場
で
全
力
を
挙
げ

る
。 

【
松
野
信
夫
（
民
主
）】
水
門
開
放
を
実

現
し
て
有
明
海
再
生
を
果
た
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
水
門
開
放
も

有
明
海
再
生
を
願
う
幅
広
い
地
域
住
民

の
英
知
を
結
集
す
れ
ば
突
破
で
き
る
と

確
信
し
て
い
る
。
潮
受
け
堤
防
早
期
開

門
と
農
業
・
漁
業
の
相
互
の
継
続
的
な

発
展
を
目
指
し
て
闘
っ
て
い
く
。 

【
鳩
山
邦
夫
（
自
民
）】
干
拓
事
業
に
よ

る
有
明
海
異
変
に
よ
り
漁
業
経
営
は
危

機
に
瀕
し
て
お
り
、
朋
友
の
皆
様
が
厳

し
い
状
態
に
あ
る
こ
と
は
、
誠
に
遺
憾

に
存
じ
ま
す
。
こ
の
厳
し
い
状
況
を
乗

り
越
え
、
本
当
の
意
味
で
我
が
国
の
漁

業
の
再
起
に
全
力
を
注
ぐ
決
意
で
あ
り

ま
す
。
一
日
も
早
い
有
明
海
の
再
生
を

心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
す
。 

 

他
に
も
、
大
久
保
勉
（
民
主
）
、
古
賀

一
成
（
民
主
）
、
藤
田
一
枝
（
民
主
）
、
松

村
祥
史
（
民
主
）
、
松
本
龍
（
民
主
）
、
山

本
剛
正
（
民
主
）
か
ら
も
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
い
た
だ
き
ま
し
た
（
敬
称
略
）
。 

よ
み
が
え
れ
！
有
明
海
・
国
会
通
信 

れ
た
こ
と
や
２
０
０
８
年
６
月
、
佐
賀
地

裁
が
排
水
門
の
開
放
を
国
に
命
じ
る
判
決

を
下
し
た
こ
と
な
ど
を
説
明
し
、
「
（
政
権

交
代
は
）
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
。
集
会

の
熱
気
を
開
門
に
向
け
た
力
に
変
え
て
い

こ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。 

来
賓
で
招
か
れ
た
民
主
党
の
野
田
国

義
・
衆
院
議
員
も
「
開
門
に
向
け
て
努
力

す
る
こ
と
を
誓
う
」
と
話
し
た
。 

昨
年
６
月
の
佐
賀
地
裁
開
門
判
決
は

わ
が
国
の
裁
判
史
上
燦
然
と
輝
く
成
果
。

し
か
し
、
前
政
権
は
ア
セ
ス
の
名
で
開
門

を
先
送
り
し
、
そ
の
間
に
も
有
明
海
異
変

は
進
み
幾
人
も
の
漁
民
が
自
ら
命
を
絶

っ
た
。
開
門
要
求
に
速
や
か
に
答
え
る
か

新
政
権
の
姿
勢
が
問
わ
れ
て
い
る
。
赤
松

農
相
が
い
う
「
話
し
合
い
」
こ
そ
問
題
解

決
の
道
。
そ
れ
な
ら
ば
国
が
イ
ニ
シ
ア
チ

ブ
を
発
揮
し
協
議
の
場
を
設
置
す
べ
き
。

し
か
し
、
赤
松
農
相
は
漁
民
と
話
し
合
お

う
と
せ
ず
漁
民
が
農
水
省
前
に
座
り
込

み
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
追
い

込
ま
れ
て
い
る
。
来
春
の
開
門
が
必
要
。 

【
大
串
博
志
（
民
主
）
】
有
明
海
の
真
の

再
生
に
は
一
刻
も
早
い
開
門
が
必
要
。
政

権
交
代
が
有
明
海
の
真
の
再
生
に
向
け 

 

多
数
議
員
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ 

 

 

野
田
国
義
（民
主
・衆
） 

仁
比
聡
平
（共
産
・参
）  


